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編集  富良野市企画振興課

広

報

○新米ママの会の同窓会をしました。赤ちゃんだったみんなはもう５歳。とっても大きくなりました。

今でもみんな仲良しです！（撮影：坂口美智子さん）

特集　Ｐ２‐５　防災特集

台風に備えて私たちにできること
Ｐ６‐７　地域活動レポート⑳　

「協働の第一歩に」町内会が主体となって公園管理の取り組み

Ｐ１２　ズームアップふらの　Ｐ１４　消費生活・健康情報

Ｐ１６　くらしの情報
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台
風
に
備
え
て
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

特 防

災集

風
水
害
に
備
え
る

　

風
水
害
は
、
台
風
、
長
雨
、
集
中
豪
雨

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
り
発
生
し
ま

す
。
台
風
の
少
な
い
北
海
道
に
も
毎
年
の

よ
う
に
台
風
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

台
風
や
豪
雨
な
ど
は
、
そ
の
到
達
時
期

や
規
模
な
ど
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
集
中
豪
雨
は
限
ら
れ
た
範

囲
に
短
時
間
の
間
に
大
量
の
雨
が
降
る
た

め
、
予
測
が
困
難
で
突
然
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
象
情
報

に
注
意
し
、
決
し
て
油
断
す
る
こ
と
な
く

日
頃
か
ら
十
分
な
対
策
を
立
て
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

地
震
や
雨
・
風
に
よ
る
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
も
し
あ
な
た
が
大
き
な
災
害
の
被
災
者
と
な
っ
た
ら
ど

う
し
ま
す
か
？
地
震
や
風
水
害
な
ど
、
繰
り
返
し
起
こ
っ
て

い
る
自
然
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
災
害
に
対

す
る
正
し
い
知
識
と
日
頃
の
備
え
に
よ
っ
て
被
害
を
最
小

限
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

救
援
が
す
ぐ
に
来
な
か
っ
た
り
、連
絡
が
途
絶
え
た
り
し
て
、

慌
て
た
り
、
戸
惑
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
は
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

風の吹き方・災害発生状況平均風速

傘がさせなくなる。樹木全体が揺れ電線が鳴る。
取り付け不完全な看板やトタン板が飛び始める。

１２ｍ/秒 以
上で注意報

10～１５ｍ/秒

風に向かって歩けなくなる。小枝が折れる。
ビニールハウスが壊れはじめる。

１６ｍ/秒
以上で警報

15～20ｍ/秒

しっかりと立っていないと転倒する。鋼製
シャッターが壊れ始める。風で飛ばされた
物で窓ガラスが割れる。

20～25ｍ/秒

立っていられなくなる。樹木が根こそぎ倒れ
始める。ブロック塀が壊れ、トタン板が飛び、
テレビアンテナが折れることもある。

25～30ｍ/秒

屋外での行動は危険。屋根が飛ばされたり、
戸がはずれ、家が倒れることもある30ｍ/秒以上

残風が吹くとどんな被害がでるの？

富良野地域の１００年の歴史では、大規模災害は少なく、
昭和４２年に金山ダム完成、空知川堤防の整備、富良
野川の河川改修により水害の危険性はかなり少なく
なりました。しかし、最近は異常気象によって想定
外の災害も考えられますので、日頃から気象情報に
関心を持ち対策を考えておくことが大切です。

斬大正８年　大雨による家屋浸水　　　４５０戸
斬大正１２年　大雨による家屋浸水　     ４,５７０戸
斬昭和３６年　大雨による家屋浸水　　　５００戸
斬昭和３７年　台風による家屋浸水        １,３８１戸
斬昭和４１年　集中豪雨による家屋浸水　３２２戸

残富良野市で過去に被害はあったの？

酸
家
の
外
の
備
え

虚
排
水
溝
や
下
水
溝
の
掃
除
を
し
て
水
は

け
を
よ
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

許
屋
根
、
煙
突
、
ア
ン
テ
ナ
、
看
板
、
網

戸
な
ど
の
点
検
や
補
強
を
し
、
風
で
飛
ば

さ
れ
そ
う
な
も
の
は
、
固
定
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

距
家
の
近
く
の
危
険
な
箇
所
を
把
握
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

酸
家
の
中
の
備
え

虚
気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

許
非
常
用
品
を
ま
と
め
て
持
ち
出
し
袋
な

ど
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

距
家
族
全
員
で
、
避
難
や
連
絡
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
の
決

ま
り
ご
と
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

市
災
害
対
策
本
部
の
設
置

　

災
害
が
発
生
し
た
時
、
ま
た
は
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
市
で
は
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。
市
役
所
内
の

各
係
ご
と
に
役
割
を
分
担
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
任
務
に
あ
た
る
ほ
か
、
各
公
用
車
に

防
災
無
線
を
設
置
し
、
市
内
の
河
川
の
氾

濫
・
堤
防
の
決
壊
・
渓
流
の
土
石
流
・
急

斜
面
の
地
す
べ
り
や
が
け
崩
れ
の
あ
る
と

こ
ろ
を
警
戒
区
域
に
設
定
し
、
災
害
の
予

問い合わせ
総務課
拶３９‐２３００
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防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
警
察
署
や
自
衛

隊
、
消
防
本
部
な
ど
と
連
携
し
、
迅
速
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
訓
練
を
定
期

的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。（
今
年
度
は
９
月

２
日
訓
練
を
予
定
）

避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら

　

市
か
ら
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
が
で
た

ら
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
な
く

て
も
自
主
避
難
さ
れ
る
場
合
に
は
、
市
へ

連
絡
す
れ
ば
、
市
が
施
設
管
理
者
に
通
知

し
開
設
し
ま
す
。　

虚
風
雨
が
強
く
な
っ
て
か
ら
の
避
難
は
危

険
で
す
。
早
目
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

許
非
常
持
出
品
を
持
ち
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
世
帯
な
ど
近
所
へ
の
声
か
け
を
行
い
、

お
互
い
に
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

周
知
方
法

虚
消
防
機
関
の
サ
イ
レ
ン
を
な
ら
し
ま
す
。

許
市
、
消
防
機
関
な
ど
の
広
報
車
で
関
係

す
る
地
域
を
巡
回
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

距

ラ
ジ
オ
ふ
ら
の

（
7
7
・
1
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鋸
避
難
勧
告
、避
難
指

示
が
出
た
時
が
夜
間

で
あ
っ
た
り
、停
電
時

で
風
雨
が
激
し
い
場

合
、交
通
遮
断
な
ど
で

周
知
が
困
難
で
あ
る

と
予
想
さ
れ
た
場
合

は
、関
係
地
域
を
個
別

に
訪
問
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

緊 急 時 に 備 え て

災害が起こると、電気・ガス・水道などのライフラ
インがストップしてしまったり、避難所での生活を
余儀なくされてしまうこともあります。そのような
緊急時に備えて、災害後の生活をささえる「非常備
蓄品」と、避難時に持って逃げる「非常持出品」に
分けて用意しておきましょう。非常持出品は、
リュックなどに入れてすぐに持ち出せるようにし
ておくことが大切です。（市ホームページより）

災害後の生活を助ける「非常備蓄品」

避難時に大切な「非常持出品」

災害が発生すると、身内の安否確認などの電話が殺到して電
話がかかりにくい状況が続きます。「災害用伝言ダイヤル」は、
避難先や、安否などの伝言を録音・再生ができるサービスで
す。このほかに携帯電話各社の「災害用伝言板」もあります。
（どちらも災害時のみ使用可）。

残固定電話の「災害用伝言ダイヤル」の利用方法
 １７１  諮録音・再生選択 諮被災地の人の電話番号(市外局
番から) 諮録音・再生

残携帯電話各社の「災害用伝言板」の利用方法
トップメニュー  災害用伝言板  諮確認選択 諮被災地の人

の携帯番号 諮伝言・見る

安否の確認には

ラジオふらのＦＭ77.１ＭＨｚ
災害時には、市とラジオふらのとの協
定により、災害情報が流されます。

食料・飲料品は、最低でも３日分、できれば５
日分を用意しましょう。

産水(1人1日3狩が目安)
産簡単な調理で食べられる非常食(レトルトの
　ご飯・おかず、保存のきくパン、缶詰、イン

　スタントラーメンなど)

産燃料（卓上コンロ、固形燃料、
　ガスボンベなど）

産生活用品(洗面用具、生理用品、
　ビニール袋、　ラップ、　新聞

　紙、ビニールシート、筆記用具、

　メモ帳など）

避難する時に持ち出す最小限の必需品。あまり
欲張りすぎず男性で15茜、女性で10茜程度に。

産水　　産常用薬
産調理せずに食べられる非常食（乾パン、缶
　詰など）

産貴重品(現金、預金通帳、印鑑、健康保険証、
　免許証など)

産懐中電灯(電池も)、携帯ラジオ
産生活用品(衣類、ライター、ナイフ、
　ビニール袋、救急薬品など)

産ヘルメット（防災ずきん）

雨の降り方・災害発生状況１時間の雨量

雨の音で話が聞こえにくくなり、一面に水た
まりができる。長く続く時は注意が必要。

10～20ミリ

どしゃ降りで側溝や下水があふれ、小さな川
の氾濫やがけ崩れがはじまる。

20～30ミリ

バケツをひっくり返したように降り、道路が
川のようになる。山崩れ、崖崩れが起きやす
くなる。危険地帯では、避難の準備が必要。

30～50ミリ

滝のようにゴーゴーと降る。マンホールから
水が噴出したり、土石流が起こりやすくなる。
多くの災害が発生する。

50～80ミリ

息苦しくなるような圧迫感がある。大規模な災
害が発生するおそれが強く厳重な警戒が必要。80ミリ以上

残雨が降るとどんな被害がでるの？

発　　令　　基　　準種別

・気象警報が発表され、事前に避難準備をするこ
とが適当であると判断されるとき。
・災害の発生を覚知し、災害の拡大が予想され、
事前に避難準備をすることが適当であるとき。

避難準備

（要支援者は避

難行動を開始）

・避難準備より状況が悪化し、事前に避難を要す
ると判断されるとき。
・災害を覚知し、災害の拡大が予想され、事前に
避難を要すると判断されるとき。

避難勧告
（通常の避難行動
ができる人は避
難行動を開始）

・避難勧告より状況が悪化し、人的被害の危険性
が高く緊急に避難を要すると認められるとき。
・災害を覚知し、著しく危険が切迫し、緊急に避
難を要すると認められるとき。

避難指示

（住民は

避難を完了）

残どんなときに避難勧告や避難指示がでるの？
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虚被害が想定される区域を地図に示し、
避難場所や避難経路などの防災関連情報
を載せた「防災マップ」を作成し配布する。
許災害図上訓練（ＤＩＧ）を行う。
距防災ウォーキングの実施
鋸ペットボトルによる炊飯の方法、その
他の方法など、災害時の炊き出し訓練を
行う。

自主防災活動の取り組み事例

暫活動目標例
「防災訓練を定期的に行う」「地域の危険箇
所を調査し防災マップを作成する」など具
体的な目標の方が、活動を継続しやすいで
しょう。

暫日常防災活動例
虚防災知識の普及(学習会・講習会・広報
紙の発行など)
許地域の危険箇所の把握
距防災訓練の実施
鋸火気使用設備器具などの点検
漁防災資器材の備蓄と整理・点検

暫緊急時防災活動例
虚出火防止と初期消火
許被災住民の救出・救護
距災害情報の収集・伝達
鋸避難誘導
漁給食・給水活動

活動目標・活動計画・役割を決めましょう。

組織をつくるには大きく分けて２つの方
法があります。
虚すでにある町内会などの組織の中に防
災部などを設けて組織化する。
許まったく新しい組織を立ち上げる。

組織をつくりましょう。

災害対応型自動販売機の設置

　

６
月　

日
、
市
と
北
海
道
コ

２６

カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式

会
社
は
、
災
害
対
応
型
自
動
販

売
機
に
よ
る
協
働
事
業
に
関

す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
こ

の
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機

は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
と
ふ
ら
の

農
協
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
店
に
設

置
さ
れ
、
災
害
時
に
は
電
光
掲

示
板
に
災
害
情
報
が
流
れ
る

ほ
か
、
無
料
で
飲
み
物
が
提
供

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

富良野消防署山部出張所に救急車を配置

　

７
月
か
ら
、
山
部
出
張
所
に

救
急
車
が
配
置
さ
れ
、
消
防
職

員
を
９
名
体
制
に
増
員
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
山
部
・

東
山
地
区
に
救
急
隊
が
こ
れ

ま
で
よ
り　

分
ほ
ど
早
く
現

１０

場
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
、

早
い
応

急
処
置

と
搬
送

に
よ
り

救
命
率

の
更
な

る
向
上

が
期
待

さ
れ
ま

す
。

自主防災組織って？

日頃から隣近所との交流を深め、「自
分たちのまちは自分たちで守る」とい
う自衛意識と連帯感にもとづいて結
成される防災組織の事です。

大規模な災害が発生した場合、市では、防災関係機関とともに
全力をあげて防災活動に取り組みますが、災害の規模が大きく
なればなるほど悪条件が重なり、すべての災害現場に向かうこ
とは難しくなります。このような時、自分ひとりの力だけでは
限界があり、危険を伴うことがあるため、地域の人たちが集ま
りお互いに協力しながら消火活動や救出・救護活動を組織的に
取り組むことで、被害を最小限に抑える大きな力となります。

どうして自主防災組織が必要なの？

自主防災組織の体制は？

活動を進めていくには、自主防災活動に参加する構成員一人ひ
とりの仕事の分担を決める必要があります。それぞれの仕事ご
とに具体的な班分けも行うと、スムーズに行動することができ
ます。

災害図上訓練(DIG)ってなに？

ＤＩＧ（ディグ）は、「災害を理解する」
「まちを探求する」「防災意識を掘り起こ
す」という意味があり、参加者が地図を
使って防災対策を検討する訓練です。
「どのような被害が予想されているの
か？」「まちの構造はどうなっているの
か？」「危険な場所はどこか？」「何か
あった時にお世話になる場所や施設は
どこにあるのか」「近所に手助けが必要
な人はいないか？」「いざとなったら頼
りになる人はどこにいるのか」などを、
大きな地図にみんなで書き込みを加え
ながら、ワイワイと楽しく議論をしなが
ら災害時の対応を考えます。
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避難対象地区避　　難　　所

新富町、桂木町、西

町、北斗町、朝日町、

花園町、島の下、清

水山、東学田二区、

西学田二区

島の下会館

ぶどう果汁工場

富良野緑峰高等学校

スポーツセンター

富良野西中学校

末広町、日の出町、

栄町、幸町、弥生町、

若松町、本町、北の

峰町、学田三区

富良野小学校

文化会館

富良野看護専門学校

富良野高等学校

緑町、扇町、南町、
若葉町、扇山

扇山小学校

麻町、新光町、瑞穂

町、東町、春日町、

住吉町、錦町、大沼

富良野東中学校

東小学校

ふれあいセンター

北の峰町、御料北の峰コミュニティセンター

鳥沼鳥沼小学校

扇山
富良野自動車学校

扇山地区公民館

布部、五区、御料

布部会館

布部小中学校

御園会館

山部

山部北星地区コミュニ
ティセンター

山部小学校

山部中学校

山部南陽地区コミュニ
ティセンター

生涯学習センター

東山
東山支所

樹海中学校

西達布

西達布おもと会館

西達布集落センター

三の山会館

老節布、平沢
樹海小学校

平沢集落センター

麓郷

麓郷集落センター

麓郷小学校

麓郷中学校

布礼別、富丘、　　

八幡丘

布礼別小中学校

西富丘農事組合会館

八幡丘会館

　災害による家屋の倒壊、焼失などで住居を失っ
たとき、またはそのおそれのあるときに一時的に
避難したり、長期間収容するために避難所を指定
しています。災害の状況により、安全と思われる
ところに避難してください。

市街地火災などから一時的に避難するため、避難
地として公園などを指定しています。

所　在　地名　　　　称

朝日町ふらの農協駐車場

緑町13番みどり公園

錦町12番錦町公園

下御料朝日ヶ丘総合公園駐車場

中五区チーズ工場前庭

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
も

の
の
ひ
と
つ
に
、
自
主
防
災
組
織
が
あ
り

ま
す
。
自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
個
別
の
役
割
を
担
い
な

が
ら
、
災
害
時
に
対
処
で
き
る
よ
う
知
識

と
経
験
を
身
に
つ
け
た
り
、
災
害
時
に
は
、

住
民
が
連
携
し
協
力
し
合
っ
て
地
域
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
救
助
さ
れ
た

約　

％
の
方
が
、
自
力
ま
た
は
家
族
や
隣

９５
人
が
救
助
し
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

た
め
に
地
域
ぐ
る
み
で
災
害
に
備
え
る
自

主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
被
害
の
軽
減
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
全
国
で
の
組
織
率
は

　

・
９
％
（
平
成　

年
４
月
現
在
）
と
年
々

６６

１８

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
富
良
野
市
で
は
9

団
体
と
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

市
は
、
そ
の
組
織
づ
く
り
と
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
組
織
的
な
活
動
が
円
滑
に
で
き

る
よ
う
、
町
内
会
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
自

主
防
災
活
動
の
て
び
き
」
を
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
や
職
場
な
ど
５
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、「
出
前
講
座
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
場
合

の
対
処
方
法
や
災
害
の
備
え
に
つ
い
て
、

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
と
組
織
の
設
置

な
ど
み
な
さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め
て
も

ら
う
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
出
前
講
座
」
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
市
企
画
振
興
課
（
拶
３
９
‐

２
３
０
４
）
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

避難所一覧

集特防 災 　～台風に備えて、私たちにできること～

要援護者の避難支援

　

過
去
、
全
国
各
地
で
起
こ
っ
た

災
害
で
は
、
多
く
の
高
齢
者
が
逃

げ
遅
れ
た
り
、
避
難
先
で
の
疲
労

や
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
り
亡
く

な
ら
れ
て
い
ま
す
。
災
害
時
要
援

護
者
の
方
々
は
、
情
報
の
入
手
や

自
力
で
の
避
難
が
困
難
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
被
害
を
受
け
や

す
い
弱
い
立
場
に
あ
る
た
め
、
避

難
支
援
対
策
の
充
実
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
避

難
支
援
プ
ラ
ン
作
成
に
向
け
て

検
討
を
進
め
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
と
は
？

酸
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

酸
寝
た
き
り
高
齢
者

酸
認
知
症
高
齢
者

酸
障
が
い
の
あ
る
方

酸
状
況
に
よ
っ
て
手
助
け
が
必
要

と
な
る
方
（
妊
産
婦
・
乳
幼
児
・

児
童
・
外
国
人
な
ど
）

自
主
防
災
組
織
活
動
が
大
き
な
力
に

▲一昨年行われた防災訓練の様子
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連合会・町内会の話題をお知らせください。

「
協
働
の
第
一
歩
に
」

町
内
会
が
主
体
と
な
っ
て

公
園
管
理
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
■
北
の
峰
連
合
町
内
会

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

　

町
内
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
地
域
に

あ
る
身
近
な
公
園
や
緑
地
、
広
場
を
管

理
し
て
い
く
動
き
が
、
市
内
各
地
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。　

　

北
の
峰
連
合
町
内
会
（
原
田
武
会
長
）

で
は
、
地
域
に
６
カ
所
あ
る
公
園
の
管

理
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
が
主
体
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
の
峰
さ

く
ら
子
ど
も
会
育
成
員
協
議
会
（
折
尾

力
会
長
）
も
そ
の
活
動
に
協
力
し
て
い

ま
す
。

　

北
の
峰
第
３
町
内
会
（
佐
藤
邦
昌
会

長
）
で
は
、
第
４
町
内
会
（
後
藤
秀
敏

会
長
代
行
）
と
共
同
で
、
昨
年
か
ら
「
北

の
峰
西
公
園
」
の
管
理
を
始
め
て
い
ま

す
。
毎
月
第
２
日
曜
日
の
朝
に
は
、
大

勢
の
町
内
会
役
員
や
会
員
が
集
ま
っ
て

公
園
の
草
刈
り
や
ご
み
拾
い
、
ト
イ
レ

周
辺
の
清
掃
、
樹
木
の
枝
払
い
、
砂
場

の
整
備
、
遊
具
な
ど
の
ペ
ン
キ
塗
り
な

ど
の
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
会
長
は
、「
清
掃
作
業
は
月
１
回

実
施
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
延
長
と
し

て
会
員
に
呼
び
か
け
賛
同
を
得
て
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
で

き
る
範
囲
で
や
っ
て
い
て
、
家
族
連
れ

の
参
加
も
あ
り
楽
し
く
作
業
が
で
き
て

い
ま
す
。
北
の
峰
西
公
園
は
緑
豊
か
な

自
慢
の
公
園
な
の
で
、
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
手

鎌
を
持
っ
て
毎
月
参
加
し
て
い
る
藤
田

美
恵
子
さ
ん
（　

歳
）
も
「
町
内
の
人

８０

た
ち
と
一
緒
に
作
業
を
す
る
の
が
楽
し

い
。
散
歩
や
遊
び
の
場
に
使
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
き
れ
い
な
公
園
に
し
た
い
」

毎月１回、町内の清掃と公園の管理を続けている北の峰町第３町内会みみなさん

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
欝

　

引
き
こ
も
り
が
ち
な
独
居
の
高

齢
者
を
外
に
誘
い
出
し
、
地
域
で

支
え
る
活
動
を
進
め
て
い
る
の
が
、

東
部
第
２
町
内
連
合
会
（
岡
村
純

一
会
長
）。事
業
の
中
心
を
担
っ
て

い
る
の
が
、
連
合
会
の
３
役
と
民

生
委
員
が
メ
ン
バ
ー
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
福
祉
部
会
（
遠
藤
洋

子
部
長
）
で
す
。

　

福
祉
部
会
は
、
少
子
高
齢
化
や

核
家
族
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
を

憂
い
、
平
成　

年
に
設
立
。
温
泉

１３

旅
行
や
映
画
会
、
食
事
会
な
ど
を

行
う
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
を
活

動
の
中
心
に
据
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
に
出
ら
れ
な
い
独
居

宅
を
訪
れ
て
声
掛
け
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
は
、
登
録

制
で
地
域
の　

歳
以
上
の
独
居
の

６５

方
が
対
象
と
な
り
、
現
在
は　

人
２０

が
登
録
し
て
い
ま
す
。
好
評
の
た

め
、
昨
年
の
４
回
か
ら
今
年
は
６

回
に
事
業
を
拡
大
。
今
年
は
５
月

に
１
回
目
を
開
催
し
、
市
の
職
員

か
ら
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

７
月　

日
に
、
東
部
児
童
セ
ン

１６

タ
ー
で
開
か
れ
た
２
回
目
の
集
い

に
は
、　

名
の
高
齢
者
と
ボ
ラ
ン

１０

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
教
育
委
員
会

が
主
催
す
る
「
手
打
ち
う
ど
ん
講

座
」
の
受
講
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
受
講
生
に
よ
る
手
打
ち

う
ど
ん
の
作
業
過
程
を
見
学
し
、

多様な事業を通して

地域が支える

独居高齢者の生活
渡部先生による生活習慣病の予防と治療についての講演■東部第２町内連合会
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人

　

麓
郷
に
あ
る
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン

シ
ョ
ッ
プ
」
で
店
長
を
務
め
る
落

合
雄
一
さ
ん
が
、
初
め
て
富
良
野

を
訪
れ
た
の
は　

歳
の
夏
。　

穐

１８

５０

の
バ
イ
ク
で
日
本
一
周
を
し
て
い

て
、「
と
に
か
く
景
色
が
美
し
い
」

と
感
じ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
後

も
、
バ
イ
ク
や
徒
歩
な
ど
と
手
段

を
変
え
な
が
ら
、
毎
年
富
良
野
を

訪
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。「
全
国
を

色
々
と
回
り
ま
し
た
が
、
自
然
、

食
、
文
化
な
ど
す
べ
て
を
備
え
た

土
地
は
め
ず
ら
し
く
、
一
番
感
性

が
合
っ
た
の
が
富
良
野
で
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

　

東
京
浅
草
の
遊
園
地
『
花
や
し

き
』
に　

年
間
努
め
て
い
た
落
合

１０

さ
ん
が
、
富
良
野
に
住
む
き
っ
か

「富良野市民として観光客の誘致に頑張りたい」と話す
落合雄一さん

　落合　雄一さん 
桂木町

おちあい ゆういち

け
と
な
っ
た
の
が　

歳
の
時
。
別

３３

の
遊
園
地
に
栄
転
の
話
が
あ
り
ま

し
た
が
退
社
を
決
意
。
そ
の
後
、

一
度
住
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い

た
富
良
野
で
夏
期
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
始
め
た
の
が
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

シ
ョ
ッ
プ
と
の
出
会
い
で
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
が
終
わ
り
東
京
に

帰
っ
て
か
ら
は
、「
東
京
で
ど
う
生

き
る
か
と
い
う
よ
り
も
、
富
良
野

で
生
活
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が

募
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

平
成　

年
に
正
社
員
と
し
て
採

１４

用
さ
れ
、
あ
こ
が
れ
の
富
良
野
に

定
住
し
ま
し
た
。「
初
め
の
１
年
は

衝
撃
の
連
続
で
し
た
。
マ
イ
ナ
ス

三
十
度
の
世
界
も
吹
雪
で
道
路
が

見
え
な
く
な
る
こ
と
も
。
で
も
、

冬
の
厳
し
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
る

こ
と
が
う
れ
し
く
、
苦
に
は
な
ら

な
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

山
歩
き
や
温
泉
巡
り
が
趣
味
で

富
良
野
の
街
並
み
が
好
き
と
い
う

落
合
さ
ん
は
、
休
日
に
は
街
中
を

ブ
ラ
ブ
ラ
と
歩
き
、
そ
の
雰
囲
気

を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

北
の
峰
地
区
で
積
極
的
に
公
園

管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、連
合
会
の
原
田
会
長
は「
昨

年
春
の
連
合
会
長
会
議
で
公
園
管

理
が
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
が
動
機
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
と
地
域
が
一
緒
に
進
め
る
協

働
事
業
の
第
一
歩
に
な
っ
て
い
け

れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　

市
都
市
施
設
課
（
拶
２
３
‐
３

５
２
４
）
で
は
、「
市
内
に
は　

の
５９

児
童
公
園
や
広
場
が
あ
り
、
管
理

に
手
が
十
分
に
回
っ
て
い
な
い
の

が
実
態
。
桂
木
町
や
麻
町
、
緑
町

な
ど
多
く
の
町
内
会
に
活
動
が
広

が
っ
て
お
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

剪
定
枝
の
処
理
や
遊
具
の
塗
装
が

難
し
い
場
合
は
、
遠
慮
な
く
申
し

出
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
使
い
や
す
い
公
園
へ
の
工

夫
や
冬
場
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て

も
、
今
後
地
域
と
相
談
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
魅
力
あ
る
素
材
を
生

か
す
こ
と
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
む

原
点
。
幼
少
時
代
は
、
そ
の
辺
に

あ
る
も
の
は
、
何
で
も
遊
び
に
変

え
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
と
お
り
、

そ
の
発
想
力
は
新
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
を
次
々
と
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

冬
期
限
定
で
バ
イ
キ
ン
マ
ン

シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
し
、
バ
イ

キ
ン
マ
ン
の
子
分
証
明
書
の
発
行

や
バ
イ
キ
ン
マ
ン
カ
レ
ー
な
ど
も
、

落
合
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で

考
え
た
中
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。

今
で
は
冬
の
入
場
者
数
は
３
倍
に

も
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
初
め
て
勤
め
た
と
き
は
、ア
ン

パ
ン
マ
ン
に
対
す
る
お
客
さ
ん
の

思
い
の
強
さ
や
人
気
ぶ
り
に
驚
き

ま
し
た
。
主
役
は
お
客
さ
ん
。
僕

た
ち
は
黒
子
に
徹
し
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
楽
し
め
る
お
店
に
し
た

い
」
と
言
い
、「
富
良
野
市
民
と

な
っ
た
今
、
観
光
客
の
誘
致
に
一

役
か
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

良野に

移る

富⑯

遊びに変える発想がアイディアを生む原点

昼
食
に
は
、
打
ち
た
て
の
う
ど
ん

を
囲
み
、
お
し
ゃ
べ
り
に
興
じ
な

が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。
昼
食
後
は
、
渡
部
医

院
の
渡
部
先
生
よ
り
「
生
活
習
慣

病
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
受
け
、

参
加
者
は
予
防
や
治
療
の
話
に
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

遠
藤
部
長
は
「
参
加
し
て
く
れ

た
方
の
笑
顔
を
見
る
の
が
一
番
う

れ
し
い
。
高
齢
化
が
進
み
、
地
域

で
の
居
場
所
を
作
る
こ
と
が
重
要
。

今
は
女
性
の
方
が
多
い
で
す
が
、

男
性
の
方
も
引
き
込
め
る
よ
う
な

新
し
い
取
り
組
み
も
進
め
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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市政
アラカルト

８月AUGUST

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
受

給
者
の
方
へ
（
入
院
時
食
事
代
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
受
給
者
の
方

で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入
院

時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
際
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
方
も
、
７
月
末
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
の
で
、
再
度
申

請
が
必
要
で
す
。

申
請
先　

保
健
医
療
課
（
市
役
所
１
階
３

番
窓
口
）、
山
部
支
所
、
東
山
支
所

架
保
健
医
療
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
０

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
（
支

給
停
止
者
も
含
む
）
は
、「
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
な
い
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

提
出
期
間　

８
月　

日
俄
〜　

日
画

１１

１５

提
出
書
類　

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
、
児

童
扶
養
手
当
証
書
（
今
年
１
月
２
日
以
降

に
富
良
野
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住

地
の
所
得
証
明
書
）

※
受
給
資
格
者
に
は
、
８
月
上
旬
に
関
係

書
類
を
送
付
し
ま
す
。
提
出
の
際
は
、
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

架
こ
ど
も
未
来
課　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

「
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付

金
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金　

　

就
職
と
安
定
し
た
収
入
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
講
座
を
受
講
す
る
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
へ
受
講
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対
象
者　
 

虚
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
同
程
度
の
所
得
水
準
の
方

許
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
教
育
訓
練

給
付
金
の
受
給
資
格
が
な
い
方

距
過
去
に
こ
の
給
付
金
を
受
け
て
い
な
い

方

鋸
教
育
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が
適
職
に

つ
く
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

対
象
講
座　

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練

給
付
の
指
定
講
座

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
額　

受
講
費
用
の　

％
（
支
給
の
上

20

限
1
0
0
0
0
0
円
、
下
限
4
0
0
0
円
）

母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金　

　

就
職
と
安
定
し
た
収
入
に
つ
な
が
る
資

格
を
取
得
す
る
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
給
付
金

で
す
。

対
象
者　
 

虚
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
同
程
度
の
所
得
水
準
の
方

許
過
去
に
こ
の
給
付
金
を
受
け
て
い
な
い
方

距
仕
事
ま
た
は
育
児
と
修
学
と
の
両
立
が

難
し
い
方

鋸
2
年
以
上
修
学
し
資
格
の
取
得
見
込
み

が
あ
る
方

対
象
講
座

・
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）・
介
護
福
祉

士
・
保
育
士
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
・
そ
の
他
、
市
長
が
特
に
認
め
る
も
の

支
給
額　

虚
訓
練
促
進
給
付
金
と
し
て
修
学
期
間
の

３
分
の
１
の
期
間
支
給
（
上
限　

カ
月
間
）

12

し
ま
す
。

・
非
課
税
世
帯　

月
額
1
0
3
0
0
0
円

・
課
税
世
帯　
　

月
額　

5
1
5
0
0
円

許
修
了
支
援
給
付
金
と
し
て
修
学
が
終

わ
っ
た
後
に
支
給
し
ま
す
。

・
非
課
税
世
帯　
　
　
　

5
0
0
0
0
円

・
課
税
世
帯　
　
　
　
　

2
5
0
0
0
円

架
こ
ど
も
未
来
課　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
基
準

が
変
わ
り
ま
す

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
障
が
い
の
あ

２０

１０

る
方
を
対
象
と
し
た
免
除
基
準
が
変
わ
り

ま
す
。
左
表
は
変
更
と
な
る
部
分
の
み
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

左
表
の
新
し
い
減
免
基
準
に
該
当
さ
れ

る
方
は
印
鑑
、
障
害
者
手
帳
を
持
参
し
市

福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
免
除
制
度
全
体
ま
た
は
変
更
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
拶
0
5
7
0
‐
0
7
7
‐

0
7
7
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

半額免除になる場合全額免除になる場合

障がいの種別 障がい者の方が世帯主の場合
で、下段に該当する世帯

世帯内に障がい者の方
がいる場合で、下段に
該当する世帯

障がい等級が１級または２級
の方。（視覚・聴覚障がい者の
方については、等級に関係な
く手帳を持っている方全員が
対象となります。）

世帯全員が市民税非課
税の場合身体障害者手

帳を持ってい
る方

重度の知的障がい者の方。北
海道で判定を受けた療育手帳
を持っている方でＡ判定の方。

世帯全員が市民税非課
税の場合

知的障害者手
帳、療育手帳を
持っている方

障がい等級が１級の方。世帯全員が市民税非課
税の場合

精神障害者保
健福祉手帳を
持っている方

260円一般(下記以外の人)

２１０円９０日までの入院低
所
得
者
Ⅱ

１６０円
過去１２カ月で９０
日を越える入院

１００円低所得者Ⅰ

※住民税非課税世帯の方は申請
してください。低所得者Ⅰ・Ⅱ
の区分については申請時に窓口
でご確認ください。

（１食あたり）



9 こうほう No.563

今
、
こ
ど
も
た
ち
が
危
な
い
！
　

～
見
え
て
い
ま
す
か
？
ネ
ッ
ト
の
闇
～

　

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
生

活
を
便
利
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
反

面
、
子
ど
も
が
有
害
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス

し
た
り
、
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
問
題
が
全
国
的
に
起
き
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
携
帯
電
話
か
ら
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
は
、
親
の
目
が
届
き
に
く
い

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
の
被

害
か
ら
子
ど
も
を
守
れ
る
の
は
、
一
番
身

近
に
い
る
保
護
者
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
子
ど
も
が
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
防

ぐ
」
こ
と
や
、「
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
」

に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
の
現
状
や
携
帯
電
話
を
使
用
す
る
際

の
ル
ー
ル
の
例
を
ま
と
め
た
小
冊
子
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

学
校
を
通
じ
て
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭

に
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
方

に
は
、
次
の
窓
口
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

虚
社
会
教
育
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

許
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
拶
４
２
‐
２
４
０
７

距
山
部
支
所　
　
　

拶
４
２
‐
２
１
２
１

青少年表彰候補者を推薦してください

推薦の基準
　おおむね30歳（昭和53年４月１日以降に生まれ
た方）までの青少年であって、次の各号に掲げる
活動を３年以上実践している方。　
■個人
虚日常生活において責任、勤勉または奉仕などの
徳性をもって活動し、明るい地域社会の公益向上
に貢献した方。
許公共の福祉増進のための行為や努力をした方。
距職場で創造性や協調性を発揮し、職業人して生
産性の向上や職場環境の改善など、職場に貢献し
た方。
鋸地場産業の振興に貢献した方。
漁青少年団体の指導または育成に貢献した方。
■団体
　文化、教育、体育または奉仕活動を目的として、
おおむね30歳までの青少年で組織されている団
体で、堅実な活動を常時または定期的に３年以上
継続して行い、それぞれの活動の成果が著しく他
の青少年団体の模範となるもの。
推薦の方法・期限
　推薦者は推薦書により９月１日俄（郵送の場合
は当日消印有効）までに推薦してください。
※推薦書は、文化会館窓口、山部支所、東山支所
にあります。
選考及び決定
　選考基準にもとづき社会教育委員会に諮り、富
良野市教育委員会において決定します。
表彰式（予定）
　11月２３日蚊　富良野文化会館大会議室
推薦書の提出先／問い合わせ先
　富良野市教育委員会　社会教育課社会教育係
　富良野市弥生町１番２号　富良野文化会館内
　　志 ３９‐２３１８　　思 ３９‐２３３０

鋸
東
山
支
所　
　
　

拶
２
７
‐
２
１
２
１

漁
図
書
館　
　
　
　

拶
２
２
‐
３
０
０
５

冊
子
の
内
容

・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
現
状

・
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
た
ト
ラ
ブ
ル

・
携
帯
電
話
を
持
つ
前
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

・
家
庭
で
ル
ー
ル
を
つ
く
る
際
の
参
考
例

架
社
会
教
育
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

「
い
じ
め
は
、
絶
対
に
許
さ
な
い
」

～
子
ど
も
達
を
守
り
ま
す
～

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん

　

い
じ
め
で
苦
し
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
、

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
は
、
あ
な
た
の
成
長

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
あ

な
た
は
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
人
な
の

で
す
。

　

今
、
あ
な
た
が
い
じ
め
を
受
け
て
い
る

な
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
あ
な
た
の

気
持
ち
を
誰
か
に
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

助
け
て
く
れ
る
人
が
必
ず
い
ま
す

　

い
じ
め
は
、
ひ
き
ょ
う
で
恥
ず
か
し
い

こ
と
で
す
。
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
あ
な
た
の
ま
わ
り
で
い
じ
め
が

あ
っ
た
ら
、
勇
気
を
だ
し
て
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
身
近
な
人
た
ち
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
気
持
ち
に

応
え
て
く
れ
る
人
は
、
必
ず
い
ま
す
。

保
護
者
の
み
な
さ
ん

　

保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
愛
情
は
、

子
ど
も
を
元
気
に
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
顔
を
見
な
が
ら
言
葉
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
自
分
は
か
け
が
え
の
な

い
子
だ
と
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
。

　

も
し
、
お
子
さ
ん
に
、
な
に
か
気
に
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
学
校
や
教
育
委
員

会
、
身
近
な
相
談
窓
口
に
相
談
を
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
が
明
る
い
笑

顔
で
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
保
護
者
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
行
動
い
た
し

ま
す
。

い
じ
め
・
不
登
校
に
関
す
る
相
談
電
話

　
　
　
　
　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
３
３
（
直
通
）

架
教
育
委
員
会　
　

拶
３
９
‐
２
３
２
０



10こうほう 2008.8

市
民
参
加
手
続
の
ペ
ー
ジ

意見を提出できる方
○市内に住んでいる方
○市内で働いている方
○市内で学んでいる方
○市内に事業所がある
　法人や団体

意見の提出方法
○封書・ファックス・
　メールなど書面（様
　式は自由)・録音テー
　プでお寄せください。
○担当課窓口に直接提
　出（郵送可）、または
　公表場所の意見箱へ
　提出もできます。
○意見を提出するとき
　は、住所・氏名など
　を記入してください。
　氏名などは公表しま
　せんが、記入がない
　場合には回答できな
　い場合もあります。

意見募集期間
７月３１日牙～８月１９日峨

原案を作成した理由
　現在、富良野市中心市街地内では、
空洞化や居住者の高齢化が進んで
います。このことが連鎖的に中心市
街地の様々な問題を引き起こす原
因となっています。それを改善する
ことが緊急の課題となっています。

原案の概要
《目的》
　「魅力的」で「利便性」に富むあ
らたな拠点空間を創出することに
よって、そこに大勢の人々が日常的
に集い、交流することが人の流れを
再び中心市街地へと向けることが
できると考えます。
　まちづくりのキーワードは「経済
のパイの拡大」すなわち「外貨の獲
得」と「人口増」です。

《基本方針》
陰「まちの縁側づくり」によるにぎ
わいの創出

隠利便性・機能性に富む集合住宅建
設による「まちなか居住」の促進
韻地域経済パイの拡大と商店街の
活性化

《事業期間》

平成２1年度～平成２５年度(5カ年)

原案（全文）の公表場所
陰行政情報コーナー(市役所１階市

民ロビー)隠山部・東山支所窓口韻
担当課窓口吋市ホームページ
※基本計画（案）概要版は広報ふら
の８月号に折り込みをしています。

今後のスケジュール
平成２０年９月上旬　
・パブリックコメント結果公表予定

意見提出先／問合せ
中心街整備推進課
〒０７６‐８５５５
富良野市弥生町１番１号
皐３９‐２３１５　捌３９‐２３３１
電子メール
machinami-k@city.furano.hokkaido.jp

虚
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　
（
魅
力
的
で
利
便
性
に
富
ん
だ
拠
点
空
間
を
創
出
）
《
概
要
》

犯
罪
の
な
い
安
全
な
地
域
づ
く
り

　
「
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く

り
条
例
」
を
３
月
４
日
に
公
布
し
ま
し
た
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
防
犯

意
識
を
持
ち
、
市
、
事
業
者
、
関
係
機
関
・

団
体
と
協
働
し
て
、
安
全
で
安
心
な
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
条
例
で
す
。

　

そ
の
た
め
市
、
市
民
、
事
業
者
の
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

【
市
が
実
施
す
る
事
業
】

虚
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
な
ど
の
啓

発
・
情
報
提
供
許
市
民
の
自
主
的
な
活
動
促

進
の
た
め
町
内
会
防
犯
教
室
へ
の
講
師
派

問い合わせ
企画振興課
拶３９‐２３０４

「
犯
罪
の
な
い
安
全
で

　
安
心
な
地
域
づ
く
り
」を

遣
な
ど
距
防
犯
灯
設
置
補
助
な
ど
の
環
境

整
備
鋸
警
察
、
学
校
、
安
全
協
会
、
防
犯
協

会
等
と
の
連
携
、
お
よ
び
協
力
要
請

【
市
民
が
行
う
活
動
】

虚
防
犯
旗
の
設
置
、
防
犯
教
室
の
開
催
な
ど

防
犯
・
地
域
安
全
の
意
識
高
揚
の
た
め
の
活

動
許
地
域
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
距
防
犯
灯
の

設
置
な
ど
安
全
確
保
の
活
動

【
事
業
者
が
実
施
す
る
活
動
】

虚
従
業
員
向
け
講
習
会
の
開
催
な
ど
防
犯
・

地
域
安
全
の
意
識
高
揚
の
た
め
の
活
動
許

万
引
き
等
犯
罪
の
発
生
抑
止
、
喫
煙
の
防
止

な
ど
の
非
行
防
止
対
策
距
車
両
に
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
る
な
ど
子
ど
も
見
守
り
活
動

犯
罪
防
止
に
向
け
た
意
見
交
換
か
ら

【
連
合
会
長
】　

携
帯
電
話
を
子
ど
も
に
持

た
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

【
市
】
有
害
サ
イ
ト
に
接
続
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
い
う
機
能
も

あ
る
が
、
購
入
時
に
設
定
し
て
も
そ
の
後
解

本
年
度
の
第
１
回
連
合
会
長
会
議
が
６
月

　

日
、　

地
区
の
連
合
会
か
ら　

地
区
の
連

２６

３２

２７

合
会
長
が
出
席
し
て
市
役
所
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、「
犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（パブリックコメント）
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意見募集期間
７月３１日牙～８月１９日峨

原案を作成した理由
　これまで、市の農政は、「富良野市農業振
興条例」にもとづき推進してきましたが、農
業及び農村を巡る情勢が変化してきている
ため、新たに「富良野市農業及び農村基本条
例」を制定することとしました。

原案の概要
《目的》
　農業及び農村に関する基本理念及びその
実現に必要な基本的施策を定めることによ
り、市・農業者・農業団体の責務、市民及び
事業者の役割を明らかにします。　また、必
要な施策を総合的かつ計画的に推進するこ
とで、将来にわたって、良質な食料を安定供
給する豊かな田園都市の実現に寄与するこ
とを目的としています。

《基本理念》
陰望ましい農業構造を確立し全国的な食料
自給に貢献します。
隠農村は、農業者を含めた地域住民の生活の
場で農業が営まれることにより、農業の持続

的発展の基盤となる役割を果たしています。
その役割を認識し、農業の生産条件及び生活
環境の整備、その他の福祉の向上を図ります。

《基本計画》
　概ね５年を期間とする基本計画を制定し、
農業及び農村に関する施策を総合的かつ計
画的に推進していきます。

原案（全文）の公表場所
陰行政情報コーナー(市役所1階市民ロビー)
隠山部・東山支所窓口韻担当課窓口吋市ホー
ムページ

今後のスケジュール
平成２０年８月下旬　
・パブリックコメント結果公表予定
平成２０年９月
・議会提案・審議

意見提出先／問合せ
農林課
〒０７６‐８５５５
富良野市弥生町１番１号
皐３９‐２３０９　捌２３‐２１２２
電子メール
nousei-k@city.furano.hokkaido.jp

許
富
良
野
市
農
業
及
び
農
村
基
本
条
例
の
制
定

　
（
新
た
な
農
業
計
画
策
定
に
向
け
て
）
《
概
要
》

連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議連合会長会議をををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた開催しました
除
で
き
て
し
ま
う
た
め
、
イ
タ
チ
ご
っ
こ
と

な
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
携
帯
電
話
を
持
た

せ
な
い
と
安
全
が
確
認
で
き
な
い
と
い
う

側
面
も
あ
り
、
保
護
者
の
責
任
も
含
め
、
家

庭
に
お
け
る
ル
ー
ル
づ
く
り
の
冊
子
を
つ

く
り
夏
休
み
前
に
配
布
し
た
い
。

【
連
合
会
長
】
町
内
会
に
入
ら
な
い
世
帯
が

増
え
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
弊
害

に
な
っ
て
い
る
。
ご
み
の
分
別
も
き
ち
ん
と

し
て
い
な
い
人
も
い
る
。

【
市
】
高
齢
者
や
単
身
者
を
地
域
で
支
え
る

状
況
作
り
が
課
題
で
あ
り
、
行
政
、
町
内
会
、

家
主
の
連
携
が
大
事
と
考
え
て
い
る
。
個
人

情
報
保
護
法
な
ど
の
課
題
も
あ
る
が
行
政

と
し
て
も
積
極
的
に
係
わ
っ
て
い
く
。
ご
み

問
題
に
つ
い
て
は
家
主
に
対
し
て
指
導
徹

底
を
お
願
い
し
て
い
る
。

地
域
か
ら
の
提
案
・
意
見
交
換
か
ら

【
連
合
会
長
】
市
が
環
境
都
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
市
民
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
の
か
。

【
市
】
環
境
問
題
な
ど
を
取
り
組
む
富
良
野

環
境
会
議
が
中
心
と
な
り
各
家
庭
や
企
業

な
ど
に
呼
び
か
け
を
行
な
っ
て
い
る
。

【
連
合
会
長
】
ふ
ら
の
バ
ス
の
老
節
布
・
西

達
布
線
が
廃
止
に
な
る
と
と
聞
い
た
が
、
高

校
生
の
通
学
手
段
と
し
て
冬
場
だ
け
で
も

バ
ス
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

【
市
】
市
と
し
て
は
老
節
布
ま
で
の
運
行
を

お
願
い
を
し
て
い
る
。
冬
場
の
み
の
臨
時
運

行
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
東
山
全
体
の
輸

送
を
総
合
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

【
連
合
会
長
】
南
大
沼
団
地
の
公
園
整
備
は
。

【
市
】
現
在
２
カ
所
を
公
園
用
地
と
し
て
確

保
し
て
い
る
が
、
現
在
は
北
斗
町
で
公
園
を

整
備
中
で
あ
り
、
南
大
沼
は
次
回
の
計
画
の

中
で
検
討
し
た
い
。

【
連
合
会
長
】
ベ
ベ
ル
イ
川
の
護
岸
工
事
と

堤
防
の
活
用
に
つ
い
て
。

【
市
】
こ
れ
か
ら
順
次
進
め
て
い
く
と
聞
い

て
い
る
。
堤
防
の
散
歩
ロ
ー
ド
な
ど
の
要
望

に
つ
い
て
は
取
り
ま
と
め
て
市
と
し
て
旭

川
土
木
現
業
所
に
伝
え
て
い
く
。

【
連
合
会
長
】
金
満
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
清

水
山
を
結
ぶ
道
路
の
通
行
止
め
の
状
況
は
。

【
市
】
旭
川
開
発
建
設
部
の
話
で
は
、
年
度

初
め
の
事
故
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
予
算
措

置
や
設
計
な
ど
の
事
務
手
続
き
上
、
年
度
内

の
復
旧
開
通
は
難
し
い
。

こ
の
ほ
か
の
次
の
事
業
の
取
り
組
み
状

況
の
報
告
や
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

虚
富
良
野
市
財
政
健
全
化
計
画
許
廃
棄
物

の
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
距
特
定
検
診
の

受
診
拡
大
鋸
へ
そ
祭
り
の
参
加
要
請
漁
ふ

ら
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
ま
つ
り
i
n
ま
ち
な

か
の
参
加
要
請
禦
富
良
野
市
観
光
振
興
計

画
の
策
定
魚
富
良
野
駅
前
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
亨
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

みなさんの意見をお寄せください
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環境づくりをテーマにフォーラムを開催

本青年会議所建設部会北海道地

区建設クラブが主催した「環境

づくりフォーラムinふらの」が６月２９

日、富良野プリンスホテル(富良野自然

塾)とニュー富良野ホテルで開催され、

市民ら約１５０人が参加しました。北海道

洞爺湖サミットのリンケージセミナー

として、月尾嘉男東大名誉教授による

地球環境に関する記念講演や旧ゴルフ

場跡地の植樹体験などが行われました。

日

故岩崎武夫さんの功績を讃えて旭日双光章

月８日、故岩崎武夫さんの特別

叙勲伝達式が行われ、能登市長

から、妻のと志子さんに叙位従６位と

旭日双光章が手渡されました。岩崎武

夫さんは、昭和６２年に富良野市議会議

員に当選し、平成１４年２月から平成１５

年４月まで副議長を務めたほか、経済

常任委員会委員長などを歴任し、議員

として４期１６年にわたり地方自治の

育成発展に貢献されました。

７

上
川
管
内
母
子
寡
婦
福
祉
研
修
会
・

道
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

　
富
良
野
市
白
菊
会
（
鳥
居
澄
子

会
長
）
主
催
の
上
川
管
内
母
子
寡

婦
福
祉
研
修
会
・
道
北
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
が
7
月
　
日
、
保
健
セ
ン

13

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
母
子
寡
婦
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
自
立

支
援
に
つ
な
が
る
役
割
と
活
力

あ
る
組
織
の
強
化
を
目
指
し
た

も
の
で
、
上
川
、
留
萌
、
宗
谷
管

内
か
ら
各
市
町
村
母
子
会
の
会

員
1
2
0
名
が
集
い
、
今
後
の
母

子
寡
婦
福
祉
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
研
修
を
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
講
演
で
は
、
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
の
鵜
飼
さ

ん
か
ら
「
継
続
は
力
な
な
り
～
た

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
るか

が
マ
ジ
ッ
ク
。
さ
れ
ど
マ
ジ
ッ

ク
。
～
」
の
演
題
で
、
マ
ジ
ッ
ク

の
師
匠
と
の
出
会
い
か
ら
、
福
祉

施
設
な
ど
で
披
露
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
実
際
の

マ
ジ
ッ
ク
を
交
え
て
講
演
を
受

け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
富
良
野
キ
ャ
ン

ド
ル
工
房
奥
村
さ
ん
を
講
師
に

「
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」
を
体
験

し
、
参
加
者
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

キ
ャ
ン
ド
ル
を
お
土
産
に
持
ち

帰
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
を
通
し
て
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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占冠村
占冠村の秋の味覚を満喫しませんか？

占冠紅葉まつり

　山々が美しく色づく占冠の秋。そ
の豊かな実りとまばゆいばかりの紅
葉を思う存分味わうことができる占
冠紅葉まつり。とれたての農産物を
味わうなど楽しい時間を過ごしませ
んか？また、出店で販売もしており
ます。占冠村の自然と秋の味覚をぜ
ひ満喫してください。
■と　き　１０月５日蚊
■ところ　占冠村農村公園(道の駅
　　　　　「自然体感占冠」隣り)
架観光協会　拶３９‐８０１０

中富良野町
町の地酒・純米酒

「法螺吹(ほらふき)」をご堪能ください

　十勝岳連峰の麓で丹誠込めて育
てた、中富良野産クリーン米「ゆ
きひかり」から生まれた純米酒で
す。地酒として親しまれ、「芳醇
な香り」と「すっきりとした味が
好評です。
※町内および沿線で販売しています。

架なかふらの酒造振興会

　拶４４‐２２１３　

南富良野町
南富良野産もち米使用

どぶろく「白金山」辛口新発売！

町内下金山産の農薬節減米「はく
ちょうもち」を使用した、どぶろ
く「白金山」辛口タイプが新発売
しました。もち米の甘さが漂う中
にも、きりっとしまった味になっ
ております。南富良野町内の酒類
販売店で販売していますので、南
富良野町にお越しいただき、ぜひ
ご賞味ください。

架産業課　拶５２－２１７８

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

「春告」

鳥沼公園で水芭蕉を描

いて、春の兆しを感じ

ました。
富良野水墨画会は月２
回活動しています。楽
しみながら描いてみま
せんか？。興味のある
方は、福永さん（拶２２
‐４５２３）まで。

カリナ奏者・黒坂黒太郎さんを迎

えたコンサートが７月５日、富良

野文化会館で催されました。黒坂さん

の活動３５周年と環境サミットを応援す

る企画で、黒坂さんのほか、福澤達郎

さん（ピアノ）、矢口周美さん（うた）

も加わってオリジナル曲など１０数曲が

披露されました。また、山部の島強之

さんが作詞作曲した「森をつくろう」

も発表され、富良野から環境の大切さ

をアピールしました。

うたとコカリナで観客を魅了

上富良野町
夏は焼肉、バーベキュー

「かみふらのポーク」

　恵まれた自然環境で養豚生産者
が生産した厳選ブランド！
　飼育管理から食品加工まで、徹
底した衛生管理のもと、安全・安
心な豚肉です。上富良野町内の精
肉店、焼肉店で取り扱っています
ので、ぜひご賞味ください。

架産業振興課　拶45‐６９８３

コ

福永　典子さん
（富良野水墨画会代表）

良野市開拓の父・中村千幹翁の

孫の齋藤茂昭さん、ひ孫の昭生

さんと二人が経営する株式会社エイ

ジス（本社・千葉市）の関係者ら４０名

が７月９日富良野市を訪れました。歓

迎セレモニーでは、北海へそ踊り保存

会が踊りを披露したり、中村千幹像の

前で記念撮影などが行われました。同

社は、市に２００万円寄付し「社会福祉

に役立ててほしい」と話しました。

富

開拓の父「中村千幹翁」の子孫が来富

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問い合わせ先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４
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ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます
富良野市へ

　鹿野　貞子（本町）　金屏風１式
　岡本　哲夫（下五区）

　　金　３０万円 
　珂エイジス（千葉県）　

　　金　２００万円 

生涯学習センターへ

　中川　一郎（朝日町）
握り鋏　１点
　徳利　　１点
銚子　　１点
猪口　　１点

順不同・敬称略

家庭用ラップには　マークはないが、食品購入時に包装さ
れているラップには　マークがついている。違いは？Ｑ
家庭用ラップは、　マークがついていないので固形燃料ご
み、食品購入時に包装されているラップは　マークがつい

ているのでプラスチック類になります。ただし、お菓子やあめ
玉などを一つずつ包んでいる小袋で　マークがついていないも
のがありますが、小袋の　マークが外袋に表示されていますの
で小袋そのものもプラスチック類になります。

Ａ

塗料缶など中身が残っているものは、どうしたら良いのか？Ｑ
塗料缶に中身が残っている場合、塗料をできるだけ紙か布
かに染み込ませるなどして拭き取り、塗料缶は空き缶に、

塗料を染み込ませた紙や布は固形燃料ごみで出してください。
また、塗料が固まって拭き取れない場合は、できる範囲で固まっ
た塗料を除去してください。その後、空き缶と固形燃料ごみへ。

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
観
賞
用
水
槽
捌
省
エ
ネ
ナ
ビ
捌
あ
ん

ま
機
捌
ハ
イ
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
（
下
に
机

付
）
捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）

捌
大
人
用
三
輪
車
捌
ス
テ
レ
オ
コ
ン
ポ

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
捌
サ
ン
ポ
ッ
ト
石
油

ス
ト
ー
ブ
捌
緑
峰
高
校
ブ
レ
ザ
ー
（
１

７
０
唖
・
女
）
捌
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
捌

石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）
捌
木

製
２
段
ベ
ッ
ド
捌
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
捌
男

子
学
生
服
（
１
６
０
唖
〜
１
７
０
唖
）

捌
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
用
ク
ラ
ブ
捌
回
転
台

付
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

　懸賞金が当たりました！ （２0代　男性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

携帯電話で、無料の出会い系サイトの広告から懸
賞サイトにつながり、「４００万円当たりました」と

いう画面が出てきました。懸賞金をもらうには、業者と
メールのやり取りをしなければならず、メールのやり取
りにはポイントを購入しなければならないとのこと。そ
の費用は後から業者が負担してくれるというので、それ
を信じてポイントを購入しようと考えています。本当に
懸賞金をもらうことができるのしょうか。

「懸賞金をもらいたい。いずれ懸賞金がもらえるな
ら、少しくらいお金を払っても損はしない」とい

う消費者の心理につけこんだ手口です。
　ある日突然、多額の懸賞金が当たるということは、通
常あり得ませんし、懸賞金をもらったという話も聞いた
ことがありません。
　よって今回の、「４００万円当たりました」という懸賞金
が、もらえるとは思えません。最近、こういう事例の相
談が増えています。
　サイトでの懸賞金の受け取りのためといっても、住
所・氏名・電話番号などの個人情報、振込口座、クレ
ジットカード番号などを、業者に安易に教えないよう十
分注意してください。
　もし迷った時は、消費生活センターにご相談ください。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

プリキュア大好きな
仲良しコンビです！

市川　 夢乃 さん（３歳）（３歳）緑町
ゆめの

笹　　 愛佳 さん（３歳）（３歳）緑町
まなか

な
ど
は
、
誤
っ
た
方
法
で
す
。

虚
ま
ず
鼻
を
つ
ま
む
。
場
所
は
鼻

の
下
部
の
ふ
く
ら
ん
だ
所（
小
鼻
・

鼻
翼
）
で
す
。　

分
〜　

分
押
さ

１０

１５

え
る
こ
と
で
先
ほ
ど
の
キ
ー
ゼ
ル

バ
ッ
ハ
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
鼻
出
血
に

対
応
で
き
ま
す
。

許
や
や
顎
を
引
く
よ
う
に
し
て
安

静
に
す
る
。
こ
れ
は
、
上
を
向
く

と
ノ
ド
を
流
れ
た
血
液
を
飲
み
込

ん
で
し
ま
う
た
め
、
そ
の
予
防
の

た
め
で
す
。
ま
た
、
う
な
じ
を
た

た
く
こ
と
は
か
え
っ
て
刺
激
し
て

し
ま
い
ま
す
の
で
止
め
ま
し
ょ
う
。

距
鼻
に
詰
め
物
を
す
る
な
ら
、
綿

や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
大
き
め
に
し
て

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
圧
迫
の
効
果

が
上
が
り
ま
す
。

鋸
止
ま
っ
た
後
は
、
し
ば
ら
く
い

じ
ら
な
い
。
か
さ
ぶ
た
が
気
に

な
っ
て
い
じ
っ
て
し
ま
う
と
、
ま

た
す
ぐ
に
出
て
き
ま
す
。

　

こ
の
方
法
を
１
〜
２
回
す
る
こ

と
で
ほ
と
ん
ど
の
鼻
出
血
に
対
処

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
方
法

で
止
ま
ら
な
い
時
や
多
量
に
出
る

場
合
、
ま
た
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に

す
る
薬
（
抗
凝
固
薬
）
を
飲
ん
で

い
る
場
合
に
は
、
鼻
の
奥
の
ほ
う

か
ら
の
出
血
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
専
門
医
の
受
診
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

富良野医師会　理事　林　浩 ●鼻血のはなし（鼻出血）

　

鼻
を
い
じ
っ
た
時
や
か
ん
だ
時
、

ま
た
何
の
き
っ
か
け
が
な
く
て
も

鼻
血
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
今
回
は
、
鼻
血
の
原
因
、
家

庭
で
の
対
処
法
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
鼻
血
が
で
る
の
？

　

鼻
の
中
は
、
血
管
が
非
常
に
豊

富
で
ま
た
動
脈
の
枝
の
た
め
、
止

ま
り
づ
ら
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

出
血
部
位
と
し
て
一
番
多
い
の

が
鼻
の
入
り
口
か
ら
１
唖
位
の
所

に
あ
る
キ
ー
ゼ
ル
バ
ッ
ハ
部
位
と

言
わ
れ
る
場
所
で
、
指
を
ほ
ん
の

少
し
入
れ
た
と
き
に
指
先
が
内
側

（
鼻
中
隔
側
）に
触
れ
る
と
こ
ろ
の

中
央
の
硬
い
部
分
で
、
こ
こ
に
は

血
管
が
多
く
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
部
分
か
ら
の
出
血
が　

％
９０

を
占
め
、
鼻
く
そ
を
取
っ
た
り
鼻

を
か
ん
だ
り
し
た
時
に
出
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
を
持
っ
て
い
る
方
も
粘
膜

の
炎
症
の
た
め
こ
の
場
所
か
ら
出

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

鼻
血
が
出
た
時
は
ど
う
す
る
の
？

　

鼻
血
が
出
た
時
の
家
庭
で
の
対

処
法
で
す
が
、
間
違
っ
た
方
法
を

し
て
い
る
方
も
か
な
り
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
首
の
後
ろ
を
ト
ン
ト
ン
た
た

く
、
上
を
向
い
て
寝
か
せ
る
、
鼻

の
上
の
硬
い
と
こ
ろ
を
押
さ
え
る

左から

　「ふれあい広場は楽しいよ！」

　　 武田 弥夕 さん(2歳)(2歳)
みゆ

  
  三好 稀大 さん(1歳)・(1歳)・

まなた

齊藤 柚羽 さん(2歳)(2歳)
ゆう

  福西 桃葉 さん(2歳)・(2歳)・
ももは

坂口 遥真 さん(2歳)(2歳)
はるま

左から

上
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く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
な

ど
の
更
新
の
申
請
に
つ
い
て

　
現
在
お
使
い
の
「
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
」
及
び
「
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
進
行
防
止
対
策
・
橋
本
病

重
症
患
者
対
策
（
経
過
措
置
）
医

療
受
給
者
証
」
は
、
平
成
　
年
９

２０

月
　
日
に
有
効
期
間
が
切
れ
ま
す
。

３０
　
平
成
　
年
　
月
１
日
以
降
も
受

２０

１０

給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
平
成
　
年
９
月
　
日
ま
で
に

２０

３０

保
健
所
へ
更
新
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
特
定
疾
患
事
業

は
制
度
改
正
の
た
め
、
平
成
　
年
２０

９
月
　
日
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た

３０

場
合
は
、
新
規
申
請
の
扱
い
と
な

り
有
効
期
間
は
保
健
所
に
申
請
し

た
日
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

架
富
良
野
保
健
所
健
康
推
進
課
　

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
３
１
６
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

麻
し
ん
風
し
ん
　
　
　
　

混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　
本
年
４
月
よ
り
、
中
学
校
１
年

生
、
高
校
３
年
生
を
対
象
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
富
良
野

管
内
で
は
し
か
の
感
染
が
あ
り
６

月
　
日
か
ら
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

２０
新
た
に
対
象
と
な
る
方

・
小
学
３
～
６
年
生

　
（
平
成
８
年
４
月
２
日

　
～
平
成
　
年
４
月
１
日
）

１２

・
中
学
２
年
生
～
高
校
２
年
生

　
（
平
成
３
年
４
月
２
日

　
～
平
成
７
年
４
月
１
日
）

接
種
期
間
　
平
成
　
年
　
月
ま
で

２０

１２

で
す
が
、
感
染
防
止
の
た
め
、
な

る
べ
く
早
く
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

費
　
用
　
無
料

持
ち
物
　
受
診
票
兼
接
種
券
、
母

子
手
帳

※
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方
で
、

平
成
　
年
４
月
以
降
に
任
意
で
接

２０

種
さ
れ
た
方
は
費
用
を
お
返
し
し

ま
す
。
必
要
書
類
を
持
参
し
て
、

８
月
　
日
画
ま
で
に
保
健
医
療
課

２９

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
　
領
収
書
（
紛
失
の
場

合
は
、
医
療
機
関
が
発
行
す
る
証

明
書
）、
印
鑑
、
銀
行
口
座
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
不
可
）、
接
種
月
日
の
わ

か
る
も
の
。

架
保
健
医
療
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
０
０

広告①広告②

しつけに使える学校の妖

怪・怖い話
　　　　　　中嶋　郁雄
悪い子を待ってるイタズラ
妖怪や子どもを思う正義の
妖怪、いつも見ている放課後
妖怪など、15のオリジナル
な学校の妖怪が登場します。
教育的な視点で書いた妖怪
伝説、怪談の本です。結末が
怖い話、笑える怖い話も収録
しています。

架図書館　拶２２‐３００５

８月の休館日　４日俄、１１日俄、１８日俄
　　　　   　　２５日俄、２９日画

２階展示ホール　
　８月１日画～１０日蚊「原爆と人間展」
多目的ホール　
　８月９日臥午前１０時３０分　「おはなし会」
１階おはなしコーナー
　８月２０日我・２７日我午後3時「どんぐりおはなし会」

産夏休み特別企画！
　虚夏休みブックウォークを開催します！
　許１７日蚊まで２階の部屋を学習室として開放
　距5日峨～１０日蚊３階AVシアターにて映画を上映。

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

●児童書（新着）
津島　祐子トーキナ・ト
宮西　達也かぶと三十郎

●一般書（新着）
宮尾　登美子錦
乃南　アサミャンマー
曽野　綾子二月三十日

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

「
広
報
ふ
ら
の
」
有
料
広
告
募

集
の
お
知
ら
せ

規
　
格

１
種
広
告

　
　
縦
6
・
3
唖
×
横
9
・
0
唖

２
種
広
告

　
　
縦
6
・
3
唖
×
横
　
・
0
唖

18

募
集
枠
数
　
８
枠
（
１
種
広
告
換

算
）
２
種
広
告
を
申
し
込
ま
れ
る

場
合
は
２
枠
使
用
し
ま
す
。

掲
載
位
置
　
暮
ら
し
の
情
報
全
４

ペ
ー
ジ
の
一
部
（
掲
載
広
告
参
照
）

掲
載
期
間
　

　
　
広
報
　
月
号
～
広
報
４
月
号

１１

掲
載
料
　

１
種
広
告
　

　
　
６
カ
月
　
1
0
8
0
0
0
円



17 こうほう No.563

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

学
校
で
使
用
し
て
い
た
机
・

椅
子
を
無
償
で
譲
り
ま
す

　
花
壇
や
物
置
の
作
業
台
に
利
用

し
ま
せ
ん
か
？
机
・
椅
子
の
ど
ち

ら
か
、
ま
た
は
天
板
の
み
で
も
結

構
で
す
が
、
用
意
し
て
い
る
１
５

０
組
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。
取
り
外
し
に
関
し
て
は
、
各

自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

譲
渡
場
所
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
（
山
部
西
　
線
　
番
地
）

２０

２１

架
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
１
０
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

安
心
の
警
察
相
談
　
　
　

♯
９
１
１
０

　
警
察
で
は
、
身
の
回
り
に
お
け

る
事
件
や
事
故
、
不
安
な
出
来
事

な
ど
生
活
の
安
全
に
関
す
る
幅
広

い
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
緊
急
の
事
件
・
事
故
以
外
の
相

談
は
「
♯
９
１
１
０
」（
警
察
相
談

専
用
電
話
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
内
容
に
よ
り
、
警

察
よ
り
も
他
の
専
門
機
関
に
相
談

し
た
方
が
良
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
警
察
相
談
専
用
電
話
「
♯
９
１

１
０
」
は
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
の

で
、
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、
公
衆
電
話
、

携
帯
電
話
、
P
H
S
で
利
用
で
き

ま
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
場
合
は

次
の
番
号
に
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

北
海
道
警
察
本
部

拶
0
1
1
‐
2
4
1
‐
9
1
1
0

旭
川
方
面
本
部

拶
0
1
6
6
‐
3
4
‐
9
1
1
0

そ
の
他
の
専
門
機
関
相
談
窓
口

虚
D
V
事
案
、
女
性
相
談

上
川
支
庁
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

拶
０
１
６
６
‐
4
6
‐
5
0
8
1

許
法
律
相
談
（
法
律
全
般
）

富
良
野
市
民
相
談
室
（
第
２
日
曜

日
（
要
予
約
））
拶
3
9
‐
2
3
0
1

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
旭
川
事
務
所

拶
0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
6

距
民
事
訴
訟
、
調
停
、
家
事
紛
争

富
良
野
簡
易
裁
判
所

　
　
　
　
　
拶
2
2
‐
2
2
0
9

鋸
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
契

約
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

富
良
野
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
拶
3
9
‐
1
1
6
6

架
富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
0
1
1
0

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

あ
な
た
の
経
営
課
題
を
　

解
決
し
ま
す

　
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
地
域

力
連
携
拠
点
事
業
と
し
て
移
動
相

広告③広告④

談
室
を
開
設
し
ま
す
。

虚
地
域
に
お
け
る
支
援
機
関
な
ど

の
力
を
総
動
員
し
た
き
め
の
細
か

い
支
援
を
行
い
ま
す
。

許
「
悩
む
中
小
企
業
」
の
課
題
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
し
ま
す
。

距
I
T
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
経
営
診
断
を
正
確
・

迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鋸
支
援
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
支
援

を
求
め
る
中
小
企
業
と
最
適
な
専

門
家
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
つ
な
げ

ま
す
。

漁
様
々
な
支
援
策
な
ど
を
最
大
限

活
用
し
て
、
成
長
に
至
る
ま
で
の

一
貫
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
相
談
、
専
門
家

派
遣
、
情
報
提
供
、
調
査
・
研
究
、

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
小
規

模
企
業
な
ど
の
前
向
き
な
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
　
日
我
・
　
日
我
、

１３

２７

　
　
　
　
９
月
　
日
我
・
　
日
我
、

１０

２４

　
　
　
　
　
月
８
日
我
・
　

日
我

１０

２２

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
　
商
工
会
議
所
３
階
会
議

室
（
本
町
７
番
　
号
）

１０

架
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

拶
２
２
‐
３
５
５
５

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制

度
」
の
ご
利
用
を

　
道
の
仕
事
に
関
し
て
、
み
な
さ

ん
自
身
の
利
害
に
関
わ
る
苦
情
は

「
苦
情
審
査
委
員
」
に
申
し
立
て
て

く
だ
さ
い
。
苦
情
の
解
決
に
向
け

て
、
簡
易
な
手
続
き
で
、
苦
情
審

査
委
員
が
中
立
的
な
立
場
か
ら
、

道
の
業
務
や
制
度
の
内
容
を
調
査

す
る
な
ど
、
迅
速
に
処
理
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
情
報
の
保
護
に
は

十
分
配
慮
し
ま
す
。

産
苦
情
の
窓
口
は
、
道
庁
の
「
道

政
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
、
各

支
庁
の
「
道
政
相
談
室
」
で
す
。

産
制
度
の
概
要
と
苦
情
申
立
書
を

セ
ッ
ト
に
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
苦
情
の
窓
口

２
種
広
告
　

　
　
６
カ
月
　
2
1
6
0
0
0
円

申
込
み
　
平
成
　
年
８
月
　
日
画

２０

２９

ま
で
に
申
込
書
、
広
告
案
（
申
込

者
が
作
成
）、市
税
等
納
税
証
明
書
、

登
記
簿
謄
本
写
し
な
ど
所
定
の
書

類
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

選
定
方
法
　
枠
数
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。

優
先
順
位
　
　

虚
公
共
性
の
高
い
内
容
の
広
告
 

許
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の

の
広
告

距
そ
の
他
広
告
と
し
て
掲
載
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
部
長
が
認

め
た
広
告
 

鋸
２
種
広
告
の
申
込
み
を
１
種
広

告
に
優
先

　
詳
し
く
は
、
企
画
振
興
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

架
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
４

北方領土

返還要求運動強調月間

８月１日～
　　８月３１日

北海道はこれからも変わ
らず北方領土返還を
強く要求します
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日
店
駐
車
場
付
近

演
奏
曲
　
マ
ジ
ッ
ク
、
勝
手
に
シ

ン
ド
バ
ッ
ド
、
プ
リ
キ
ュ
ア
他

架
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド
お
お
み
ち

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　

「
あ
べ
弘
士
の
世
界
　
ふ
ら
の
」

in

　
「
あ
ら
し
の
夜
に
」
の
挿
入
画
家

と
し
て
知
ら
れ
る
あ
べ
弘
士
さ
ん

の
個
展
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
８
月
　
日
蚊
ま
で

２４

　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

と
こ
ろ
　
中
心
街
活
性
化
セ
ン

タ
ー
「
ふ
ら
っ
と
」
地
域
交
流
ホ
ー

ル
（
１
階
）

入
場
料
　
中
学
生
以
上
３
０
０
円

　
　
　
　
（
小
学
生
以
下
無
料
）

架
木
下
さ
ん　

拶
０
９
０
‐
８
９
０
５
‐
２
２
８
７

　

篠
田
さ
ん

拶
０
９
０
‐
２
０
７
４
‐
７
６
２
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

な
ま
こ
山
を
歩
こ
う
！
　

市
民
お
は
よ
う
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

　
富
良
野
に
宿
泊
中
の
観
光
客
と

一
緒
に
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
８
月
２
日
臥
・
３
日
蚊

９
日
臥
・
　

日
蚊
・
　

日
臥
・
　

１０

１６

１７

日
蚊
・
　
日
臥
・
　
日
蚊
計
８
回

２３

２４

集
合
場
所
（
ど
ち
ら
か
に
集
合
）

虚
午
前
５
時
　
分
　
北
の
峰
ふ
ら

４５

の
観
光
協
会
前
（
準
備
体
操
の
後

午
前
６
時
出
発
）

許
午
前
６
時
　
分
　
朝
日
が
丘
公

１５

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
管
理
事
務
所
前

距
　
離
　
約
３
娃
（
１
時
間
程
度
）

持
ち
物
　
飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ

ル
、
歩
き
や
す
い
靴
な
ど

参
加
方
法
　
申
込
み
の
必
要
な
し
。

天
候
が
悪
い
場
合
は
中
止
。

※
体
調
管
理
は
各
自
で
十
分
ご
留

意
く
だ
さ
い
。
す
べ
て
自
己
責
任

の
も
と
に
歩
き
ま
す
。

架
北
海
道
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局　

角
幡
さ
ん　

　
　
　
拶
２
３
‐
４
１
６
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
       

　
た
き
さ
と
＆
の
か
な
ん

in
「
母
な
る
太
陽
の
力
」

と
　
き
　
8
月
　
日
峨

１２

　
　
　
　
受
付
　
午
後
７
時
　
分
１５

　
　
　
　
開
始
　
午
後
７
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
滝
里
ダ
ム
資
料
館
前
　

　
　
　
（
芦
別
市
滝
里
町
２
８
８
）

参
加
料
　
無
料

「
夜
空
の
雲
を
探
る
」

と
　
き
　
8
月
　
日
臥

２３

　
　
　
　
受
付
　
午
後
７
時
　
分
１５

　
　
　
　
開
始
　
午
後
７
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
芦
別
市
野
花
南
小
学
校

　
　
（
芦
別
市
野
花
南
町
６
６
１
）

参
加
料
　
無
料

※
い
ず
れ
も
雨
天
決
行

架
滝
里
ダ
ム
管
理
所　

拶
０
１
２
４
‐
２
４
‐
４
１
１
１

広告⑤広告⑥

装
（
長
袖
・
長
ス
ボ
ン
）

持
ち
物
　
シ
ー
ト
が
あ
る
と
寝
転

ん
で
観
察
す
る
の
に
便
利
で
す
。

申
込
み
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

で
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
定

員
　
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

３０
架
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

元
気
な
敬
老
　
　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
　
き
　
９
月
１
日
俄
　

　
　
　
　
受
付
　
午
前
８
時
　
　

　
　
ス
タ
ー
ト
　
午
前
８
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　

　
　
東
山
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
費
　
５
０
０
円
（
別
途
入
場

料
が
か
か
り
ま
す
）

虚
一
般
の
部
　
男
女
別
。
A
・
B

コ
ー
ス
　
２
ラ
ウ
ン
ド
　
ホ
ー
ル
。

３６

許
ゴ
ー
ル
ド
シ
ニ
ア
の
部
（
満
　７５

歳
以
上
）
男
女
混
合
。
女
性
に
は

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
６
を
付
し
ま

す
。
A
・
B
コ
ー
ス
　
　
ホ
ー
ル
。

１８

申
込
み
　
８
月
　
日
俄
ま
で
で
す

２５

が
、
定
員
　
名
に
な
り
次
第
締
め

８０

切
り
ま
す
。

架
東
山
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場　

　
　
　
拶
２
７
‐
２
７
２
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
吹
奏
楽
団
　
　
　
　

「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
　
き
　
8
月
　
日
蚊
午
後
３
時

２４

～
３
時
　
分
（
雨
天
中
止
）

４０

と
こ
ろ
　
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
朝

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

産
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
制
度

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.h
o
k
k
a
id
o
.l

g
.jp
/

）

産
苦
情
の
申
し
立
て
方
法
は
、
所

定
の
「
苦
情
申
立
書
」
に
よ
り
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

も
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
連
絡
先

北
海
道
知
事
政
策
部
知
事
室
道
政

相
談
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０
‐
８
５
８
８
　
札
幌
市

中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

志
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
０
２
２

思
０
１
１
‐
２
４
１
‐
８
１
８
１

E
メ
ー
ル
　k

u
jo
u
.k
o
u
e
k
i@
p
r

e
f.h
o
k
k
a
id
o
.lg
.jp

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

真
夏
の
天
体
シ
ョ
ー
・
ペ
ル

セ
ウ
ス
座
流
星
群
と
木
星

　
８
月
は
流
れ
星
観
察
の
季
節
で

す
。
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
は

じ
め
、
夏
の
夜
空
に
き
ら
め
く
星

座
を
観
察
し
ま
す
。
望
遠
鏡
で
は

木
星
の
縞
模
様
が
わ
か
る
か
も
！

と
　
き
　
８
月
　
日
峨
午
後
８
時

１２

～
９
時
　
分
（
雨
天
中
止
）

３０

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中
庭

講
　
師
　

富
良
野
の
自
然
に
親
し
む
会
会
員

参
加
料
　
無
料

服
　
装
　
野
外
観
察
に
適
し
た
服
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募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
の
子
ど

も
た
ち
に
野
球
用
具
を

　
ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
の
子
ど

も
た
ち
が
、
今
、
野
球
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
競
技
人
口
が
少
な

い
た
め
野
球
用
具
が
少
な
く
、
各

国
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
グ
ラ
ブ
な
ど

を
修
繕
し
な
が
ら
使
用
し
、
白
球

を
追
っ
て
い
ま
す
。「
ふ
ら
の
巨
人

軍
を
応
援
す
る
会
（
串
崎
照
邦
代

表
）」
で
は
、
こ
う
し
た
十
分
と
は

言
え
な
い
環
境
で
野
球
に
打
ち
込

む
子
ど
も
た
ち
に
、
J
I
C
A
（
国

際
協
力
機
構
）
を
通
し
て
野
球
用

具
を
贈
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
、
ま
た
、
使

用
し
な
く
な
っ
た
野
球
用
具
（
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
・
グ
ラ
ブ
・
ミ
ッ
ト

な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご

寄
贈
を
お
願
い
し
ま
す
。
時
間
の

あ
る
時
で
結
構
で
す
の
で
届
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

届
け
先
・
連
絡
先
　
ふ
ら
の
巨
人

軍
を
応
援
す
る
会
事
務
局

富
良
野
市
日
の
出
町
５
番
５
号
　

渡
辺
ビ
ル
１
階
　
読
売
セ
ン
タ
ー

富
良
野
　
阿
部
新
聞
店
内

拶
２
２
‐
３
８
９
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

北
海
道
警
察
官
　
　
　
　
　

採
用
試
験
受
験
者
募
集

受
験
資
格

虚
A
区
分
　
昭
和
　
年
４
月
２
日

５１

～
昭
和
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

６２

ま
れ
た
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
な
ど
を
卒
業

し
た
男
性
（
平
成
　
年
４
月
卒
業

２１

見
込
み
含
む
）

許
B
区
分
　
昭
和
　
年
４
月
２
日

５１

～
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
学
歴
が
A
区
分
以
外
の
男

性
・
女
性

願
書
受
付
期
間
　

　
　
　
　
　
　
８
月
　
日
我
ま
で

２７

第
１
次
試
験
　
９
月
　
日
蚊

２１

架
富
良
野
警
察
署　

　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

マ
イ
バ
ッ
ク
作
り
講
座

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
マ
イ
バ
ッ
ク
の
利
用
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
廃
棄
物
の
中
に

は
少
し
手
を
加
え
る
だ
け
で
、
ま

だ
ま
だ
使
え
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
特
に
、
古
布
は
ア
イ

デ
ア
次
第
で
様
々
な
利
用
方
法
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
廃
棄
物
か

ら
出
た
「
き
も
の
」
で
マ
イ
バ
ッ

ク
を
作
り
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
　
日
峨
午
前
　
時

２６

１０

～
準
備
作
業
、
８
月
　
日
我
午
前

２７

９
時
～
製
作
作
業
（
２
日
間
）

と
こ
ろ
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

学
習
施
設
（
山
部
西
　
線
　
番
地
）

２０

２１

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

ま
で
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
定
員
　
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

１０

架
リ
サ
ク
ル
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
拶
４
２
‐
２
１
０
２

年年金金だだよよりり
社会保険事務相談の予約制について

　旭川社会保険事務所では、市役所及び商工会議所に
おいて月に１度社会保険事務相談を行っていますが、
相談者の増加に伴い、長時間の待ち時間を要していま
す。この待ち時間を解消するために、「事前予約制」を
導入し、相談業務の充実を図っていきます。
　予約方法は、旭川社会保険事務所（志0166‐72‐
5004）へ直接電話するか、市役所市民年金係（2番窓口）、
山部・東山支所にある「相談予約票」に必要事項を記
入して申し込んでください。なお、「相談予約票」を旭
川社会保険事務所にFAX（思0166‐25‐5589）して
いただいても構いません。後日、受付時間について旭
川社会保険事務所から電話、または文書で連絡します。

「ねんきん特別便」をお送りしています

虚4月以降に緑色の封筒でお届けしています。
　平成20年４月～５月　　年金受給者の方
　平成20年６月～１０月　　現役加入者の方
※会社勤めの方には、お勤め先の会社を通じて(会社の協力が
得られた場合)または直接ご本人の住所へお届けしています。

許年金記録のご確認をお願いします。
　年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご
確認をお願いします。「もれ」や「間違い」がある場合
も、ない場合も必ずご回答ください。※年金記録が変わ
れば、正しい年金額を受給することになり、年金額が増える
可能性がありますので十分にご確認ください。

距住所変更の手続きをお願いします。
　「ねんきん特別便」を確実にお届けするためには正し
い住所の届出が必要です。住所異動の際は変更の手続
きを忘れずにお願いします。

「ねんきん特別便専用ダイヤル」　拶0570‐058‐555

保険料の支払いはお忘れなく

広告⑦広告⑧

   国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１８年８月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の
前日以降に手続きをしてください。　厚生年金の
受給者は、誕生月に送られてくるはがきが、基礎
年金の手続きになります。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所②番窓口にお越しください。
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■今月は、「台風に備えて私たちにできること」と
題し特集しました。恥ずかしながら、我が家にはま
だ「非常持出品」・「非常備蓄品」どちらもありませ
ん。最近は、異常気象でいつ災害が起きるかわかり
ません。みなさんもできることから始めてみません
か。我が家はまず、非常品の準備から。（み）

■東部第２町内連合会が主催する「ふれあいの集
い」に取材でお邪魔しました。この日は、昼食に手
打ちうどんが振舞われて、一緒にご馳走になりまし
た。打ち立てのうどんはコシがあり、つやつやと光
り輝いていて、その美味しさは格別でした。食欲が
落ちる夏場にはうれしい昼食でした。（と）

編集

後記

日
の
盛
り
や
っ
こ
ら
立
て
ば
電
話
切
れ

相
良
　
紀
子

七
夕
や
愛
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
降
っ
て
来
る

武
部
　
洋
子

八
十
路
過
ぐ
師
匠
の
茶
室
鉄
線
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
　
美
雪

ヘ
ル
パ
ー
の
声
の
明
る
さ
黄
揚
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
比
呂
子

普
段
着
の
和
尚
に
出
会
ふ
夜
店
の
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
百
合
子

て
の
ひ
ら
の
汗
膝
に
拭
く
介
護
か
な

矢
倉
　
雪
子

肌
寒
き
水
無
月
な
れ
ど
苗
植
え
て

郭
公
の
こ
え
に
一
息
つ
き
ぬ
　
　
　
　
　
及
川
　
洋
子

駒
止
め
て
富
良
野
平
野
に
懸
り
た
る

日
本
画
の
様
な
虹
を
眺
め
る
　
　
　
　
　
藤
本
　
北
樹

山
霧
の
晴
れ
ゆ
く
朝
や
露
に
濡
れ

草
刈
る
人
あ
り
明
日
を
拓
か
む
　
　
　
　
森
高
　
緑
子

さ
わ
さ
わ
と
青
田
を
渡
る
初
夏
の
風

雨
に
洗
わ
る
緑
鮮
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
久
子

若
か
り
し
セ
ピ
ア
色
し
た
写
真
見
る

鏡
に
映
す
今
の
吾
が
姿
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
ユ
ミ

⑳

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
」
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
人
と
人
、
人

と
情
報
を
結
び
つ
け
て
豊
か

な
社
会
を
創
る
た
め
の
も
の

で
す
。
人
と
人
の
絆
を
断
つ
凶

器
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
イ

　

ネ
ッ
ト
社
会
で
は
、
文
字
を

中
心
と
し
た
や
り
と
り
が
多

い
た
め
、
普
段
で
は
言
え
な
い

よ
う
な
書
き
込
み
が
行
わ
れ
、

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
の
誹
謗
中

傷
や
い
じ
め
が
発
生
し
て
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
と
陰

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
世

の
中
を
明
る
く
照
ら
す
の
か
、

暗
闇
に
し
て
し
ま
う
の
か
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
課
せ
ら

れ
た
大
き
な
課
題
で
す
。（
広

報
に
し
わ
き
７
月
号
よ
り
）

ま
す
。
こ
れ
が
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
陰
」
で
す
。
逆
に
、

見
ず
知
ら
ず
の
人
の
悩
み
に

寄
り
添
い
、
励
ま
し
た
り
救
い

の
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
る

人
も
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
イ
ン

７月から放送
時間が変更に
なりました！

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　８月２３日臥　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ


